
新井の薬師さまとして古くか

ら親しまれている、大久野の新

井 に あ る 新 井 薬 師 堂 の 『

木造薬師
もくぞうやくし

如来坐像
にょらいざぞう

』は、昭和53

年(1978)に町の有形文化財（彫

刻）に指定されました。 

木造薬師如来坐像は、平安時

代の優美な藤原様式を基調にし

ながら、顔立ちに奥行きがある

鎌倉時代のきざしが感じられる

仏像です。作られた時代は、鎌

倉時代の初期といわれ、日の出

町で最も古い仏像であると考え

られています。 

お堂には他にも数体の仏像が安置されていて、その配

置に目を向けると、薬師さまを中心に、室町時代後期の

作といわれる木造の日光菩薩立像
にっこうぼさつりゅうぞう

と月光菩薩立像
がっこうぼさつりゅうぞう

が脇侍
わ き じ

として両脇に並んでいます。この3体が並ぶ姿を、仏教彫

刻では三尊形式と言い、薬師如来を中心としたものを薬

師三尊と呼んでいます。他にも、鎌倉時代後期の作とさ

れる木造の阿弥陀如来立像
あみだにょらいりゅうぞう

と脇侍の観音菩薩立像
かんのんぼさつりゅうぞう

、勢至
せ い し

菩薩立像
ぼさつりゅうぞう

から成る阿弥陀三尊が安置されています。 

新井薬師堂について、19 世紀の前半に編纂
へんさん

された新
しん

編武蔵風土記稿
ぺ ん む さ し ふ ど き こ う

には｢相伝ふ
あいつたう

昔この所の北の方なる山上

に一宇
い ち う

の寺ありしが、いつの頃か廃寺
は い じ

となりし時、其
その

山

門にありし薬師をここにうつして安置｣と記されていま

す。薬師堂は、江戸時代の前期、元禄
げんろく

6年(1693)に初造

営されたと云われており、この頃に廃寺となった寺の薬

師さまを移したようです。 

薬師さまは、正式な名を東方薬師瑠璃光如来
とうほうやくしるりこうにょらい

といい、

現世での安らぎを与えてくれる仏さまです。またの名を

大医王仏
だいいおうぶつ

といい、体の病気の治療だけでなく、心の苦痛

までも取り除いてくれる万能なお医者さまとされていま

す。薬師像には薬壷
くすりつぼ

を持ったものが多く、新井の薬師さ

まも両手をひざの前に置いて薬壷印を結んだ手の中に薬

壷があります。 

新井の薬師さまは、古くから地元の人に目の仏さまと

して信仰を集めていて、お堂の中に奉納されている絵馬

には鏡文字の｢め｣が書かれています。また、過去に４回

もの盗難被害に遭っているにもかかわらず、毎回無事に

お堂に戻ってくるという不思議な力をもっています。 

毎年秋には新井薬師の祭礼があり、地域の皆さんによ

るお囃子
は や し

などが奉納されます。また、都道沿いの薬師さ

まの看板の前では、農産物や手芸･木工品などを販売する

物産展も開催されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この記事は広報日の出第 494号（2010年 9月）に掲載されたものに加筆修正をしたものです。 

大久野の新井薬師堂には日の出町で一番古い仏さまがあります。 

晴れた日には出かけよう！ 
～まちのミリョクを再発見‼～ 

新井の薬師さま 23 

 
  

 

新井薬師堂の中の様子（中央が薬師三尊、左が阿弥陀三尊） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木造薬師如来坐像 
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アクセス 

日の出ＷＡＬＫ（観光マップ）【G-4】 

 

 

 

  

 

 

 

天正寺 

 

幸神神社 

 

幸神 

大久野中学校 

つるつる温泉入口 

大久野小学校 
新井薬師看板 

 

新井 

幸神 

新井薬師堂 

新井薬師堂へは「新井」バス停下車すぐです。 

大きな新井薬師の看板が目印です。 

平井川 


